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地域課題の進捗状況 

 

 

項目 内容 

地域課題の名称 

 

特別支援学校高等部への通学について 

 

報告した協議会 

 

 第９回（平成23年度第1回）障害者自立支援協議会 

 

地域課題の概要 

 

 特別支援学校高等部に通学する生徒はスクールバスによる通学手

段が無いため、自主通学及び家族による通学支援が困難な場合に、通

学する方法がない。 

 

協議結果の概要 

 

(1) 通学支援に関する課題は大きく３点。 

  ① 「家族送迎等が困難な高等部生徒の通学支援」 

  ② 「スクールバス利用時の自宅・バス停間移動」 

  ③ 「医療的ケアが必要な子どもの通学支援」 

(2) 課題解決に向けては、福祉・教育とが協議調整を行う場を設け、 

両者が実施可能な支援方法を検討することで、狭間を埋めていくこ 

とが必要。 

(3) 教育を受ける権利が保障されるよう、根本的な解決を図ること 

と細かい隙間を埋めることとを併行して検討し、県教育委員会や県 

へ働きかけていく。 

 

進捗状況 

 

(1) 平成23年11月に市障害者福祉課、特別支援学校、当事者団体、 

相談機関の出席による検討会を開催。各機関の現状報告を行い、 

今後の検討に向けた協議を実施。 

(2) 平成24年2月、(1)の協議結果を踏まえ、参加機関に県教育委員 

会及び特別支援学校ＰＴＡを加えた検討会を開催。参加機関の現 

状を報告し、各機関が感じている問題点や関係機関に求める事項 

について協議を実施。 

(3) 今後も検討会を開催し、地域課題解決に向けた協議を継続。 
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項目 内容 

地域課題の名称 

 

 移動支援等サービスの充実について 

 

報告した協議会 

 

 第９回（平成23年度第1回）障害者自立支援協議会 

 

地域課題の概要 

 

 本人を主体とした地域生活と自立支援を実現するためには、移動支

援等の利用により社会経験を積み重ねる必要があるが、サービスの利

用が進んでいない。 

 また、利用する場合にもヘルパーの不足等によりサービスの利用機

会が限られており、十分に利用することができない。 

 

協議結果の概要 

 

(1) 外出支援に関係するサービスの利用実態を把握し、行政区障害 

者相談支援連絡調整会議での協議を継続していくことが必要。 

(2) 検討にあたっては、ヘルパーの養成研修や周知方法についても 

検討に含める必要がある。 

 

進捗状況 

 

(1) 行政区障害者相談支援連絡調整会議にて、移動支援等サービス 

の充実に関する地域課題の検討を実施。（詳細については、資料「２ 

－２」にて報告） 

(2) 移動支援に関する全市的な調査を、平成23年度中に実施予定。 

(3) 調査結果を行政区障害者相談支援連絡調整会議にフィードバッ 

クし、検討を継続。 

 

 


